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マイクロソフト社 ライセンス製品の一部値上げ
および 新課金プラットフォームのご説明
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はじめに

マイクロソフトより、次ページのCSPの一部ライセンス製品について、2022年3月以降の新規契約には新価格を適用するとの案内がございました。
恐れ入りますが対象製品をご利用のお客様は、内容をご確認の上、ご対応をお願いいたします。

加えまして、2022年にライセンス製品の契約ルールが変更になります。（New Commerce Experience︓NCEといいます）
この変更により、3月の値上げ対象製品だけではなく、ライセンス全製品において運用ルールが変更となり、また契約内容により
金額も変更となりますため、運用のご理解をお願いいたします。

上記2つの変更について、両方の変更点をご理解を頂き、適切な運用（既存契約価格のプライスロック / NCEへの移行）を
ご判断いただくことで、新価格の適用を遅らせることができるため、本資料にてご説明をさせていただきます。
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2022年3月の値上げ対象製品と金額

対象製品 値上げ率 現行CSP価格 新CSP価格（年間契約）
※まだ価格情報はありませんので想定です

Microsoft 365 Business Basic +20% ¥ 544 ¥ 653
Microsoft 365 Business Premium +10% ¥2,174 ¥2,392
Microsoft 365 E3 +12.5% ¥3,479 ¥3,914
Office 365 E1 +25% ¥ 870 ¥1,088
Office 365 E3 +15% ¥2,174 ¥2,500
Office 365 E5 +8.5% ¥3,805 ¥4,128

＜適用時期＞
・3月以降の新規契約分に適用となります。
・既存契約は、各契約の更新のタイミングで上記新価格が適用となります。既存の契約はすべて年間契約となりますので、
契約(更新)時期をご確認ください。
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値上げに対するご提案

Step1︓既存契約の更新タイミングをご確認ください。

Step2︓2022年2月に年間契約をご検討下さい。
※期日を2/25頃とさせて下さい。
※既存契約はキャンセルし、契約期間の残分については日割りの返金を受け取れます。
※年間契約は、次ページより説明しますNCEでのご契約をご検討下さい。
※年間契約の数量減はできないため、確実な数量にてご契約ください。
※年間契約の数量増は、同契約期間にて対応可能です。

Step3︓2023年2月の更新タイミングより新価格でのご対応をお願いいたします。
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New Commerce Experience（NCE）のポイント

1. 契約期間と金額
2. キャンセルルールの変更
3. NCEへの移行期間
4. CP-WEB（契約ツール︓ビープラッツ社提供）の対応について
5. まとめ
6. ライセンス数の制限
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1年契約
月額分割 / 年額一括

1年契約
月額分割 / 年額一括

1ヶ月契約
月払い ※20％高い

3年契約
月額分割 / 年額一括

※D365のみ

旧ライセンス製品の契約 NCEの契約

1.契約期間と金額
これまで1年契約だけだったライセンス契約に、月契約と一部製品の3年契約が追加。（3年契約はおまけ︖）
月契約であれば実質毎月数量変更ができますが、代わりに20%金額が高くなる。

これまで年間一括支払いでも、途中解約を行うと残日数分返金がありましたが、NCEでは返金等の概念が基本無くなります。
次ページのキャンセルルールの変更と合わせてご確認をお願いいたします。
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契約後30日以内であれば全額返金 契約から72時間以内であれば
キャンセルが可能

それ以降は返金不可

旧ライセンス製品の契約 NCEの契約

2.キャンセルルールの変更
キャンセルルールが明確になり、解約、返金等が基本無くなります。契約時には慎重なご判断が必要となります。

補足
・年間契約(月払オプション)を選択され、途中解約しても契約終了まで支払い義務発生

TEDローカルルール
・上記から、基本的にキャンセル対応は不可とさせていただき、一部の発注ミスのみ対応を検討いたします。

途中解約による残日数相当金額の
返金が可能
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3.NCEへの移行期間

12/31~

2022 20232021

1/1~3/10
旧オファーとNCE両方の

新規発注が可能
新
規
発
注 NCEのみの発注

3/10~

既
存
契
約

既存契約のNCEへの移行作業
1/1~12/31

お
願
い

3月値上げ対象製品 プライスロック
2/25~2023/2/25︓NCEへ移行し、年間契約の月払いオプションで契約

3月値上げ対象製品以外
3月~6月頃 既存契約のNCEへの移行、年間契約ご検討
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現在マイクロソフトの支援を受けながら、NCE対応を進めております。
リリース予定は2月後半となっております。別途ご案内申し上げます。

4.CP-WEBの対応について
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1)3月の値上げに対する回避策のご提案
・NCEプラットフォームへの変更

・1年契約を選択

・支払いを「月払オプション」(もしくは年間一括)を選択

・1年間確実に使用する数量で契約。 数量追加の際は都度上記年間契約へ追加。

・上記を2/25までにご発注
※2023/2/25以降は新価格適用となりますのでご了承願います

2)値上げ以外の製品に対しての対応
・NCEプラットフォームへの変更のご了承

・1年契約を選択

・支払いを「月払オプション」(もしくは年間一括)を選択

・1年間確実に使用する数量で契約。数量追加の際は都度上記年間契約へ追加。

・上記を5/30までにご判断ください。

4.まとめ

3)数量変更の頻度が多い/少量のご契約に対する対応
・月次契約をご検討下さい
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5.補足
下記「製品グループ」毎に、CSP契約での上限数量が2,399ライセンスとなります。

例)・Microsoft 365 E3 1600ライセンス + Microsoft 365 E5 900ライセンス → NG
・Office 365 E3 1600ライセンス + Intune 900ライセンス → OK

<制限>
・2400ライセンス以上の契約は実施できますが、2400ライセンスを超えた数量について、
マイクロソフトから弊社への請求金額が「定価」となりますため、販売価格を見直しさせていただきます。
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お問い合わせ先

東京エレクトロン デバイス株式会社
IoTカンパニー エッジクラウドソリューション部
クラウドソリューションプロバイダーグループ
URL : https://esg.teldevice.co.jp/iot/
Mail : ted-azureiot@teldevice.co.jp
TEL : 045-443-4021

https://esg.teldevice.co.jp/iot/
mailto:ted-azureiot@teldevice.co.jp

